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１．やくも号の歩み 

1972 年 3 月、岡山まで開通した山陽新幹線に接

続する特急として特急やくも号が岡山～出雲市・

益田で運転を開始した。当初はキハ 181 系気動車

を用い 4 往復での運転であったが翌年には 6 往復

へと増発され、1975 年には気動車特急として初め

てエル特急に指定された。 

1982 年 7 月、かねてより計画されていた伯備線

と山陰本線の電化工事が完成し、やくも号は電車

化されることとなった。知井宮駅(当時)の西側、

出雲市東神西町内には専用の車両基地が建設さ

れ、9 両編成 9 本計 81 両もの 381 系電車が投入さ

れた。 

381 系電車は世界初の振り子式電

車であり、その高い曲線通過性能を

活かして岡山～出雲市間の所要時間

は気動車時代よりも 1 時間ほど短縮

させることに成功した。 

電車での運転開始と同時に増発も

行われ、1988 年には瀬戸大橋線経由

高松行きの臨時列車マリンやくもの

運転も行われた。 

そしてついに 1994 年 12 月、パノラマグリーン車を連結したスーパーやくも号が

運転を開始した。 

 

２．スーパーやくもの運転開始 

1994 年 12 月 3 日、やくも号の速達便としてスーパーやくもが運転を開始した。 

シートピッチを拡大した 6 両編成 3 本、計 18 両の専用車が用意され、うち 2 本に

はパノラマ型グリーン車クロ 380 形が連結された。クロ 380 形は中間車であるサロ

381 形を先頭車に改造したもので、展望に優れた大きな窓が特徴である。また、座

特急やくも 50周年を記念する入場券 

電化開業を知らせるポスター 



席こそ 4 列のままであったものの、座席のかさ上げが行われて空調ダクトにより窓

際座席足元が狭まるという問題を解消している。一方でパノラマグリーン車が連結

されない予備編成 1 本はそのまま残置された。 

 1998 年にはスーパーやくもの増発が行われ、新たに 6 両編成 2 本がスーパーや

くも用に改造された。新たに改造された車両はパノラマグリーン車こそないもの

の、座席が 3 列化され、より一層ゆったりとした内装になった。また、同時期に通

常のやくも号に使われる車両も 3 列グリーン車に改造された。 

 

３．スーパーやくもの廃止とゆったりやくもの登場 

 2006 年春、この年のダイヤ改正にてスーパーやくもが廃止となり、通常のやくも

号に一本化されることとなった。

この時期から専用車は通常のやく

も号の塗色の車両と共通運用とな

った。また、混色編成も多くみら

れるようになった。 

同年冬、やくも号に使われる

381 系を対象とした塗装変更及び

車内設備のリニューアルが実施さ

れることが発表された。2007 年 3

月にはクハ 381-140 を先頭車とす

るサブ編成 4 両がリニューアルを

受け、翌月にゆったりやくもの第一

号としてデビューした。その後も

次々とリニューアルが施工された。

スーパーやくも色の車両で一番初め

にゆったりやくもとなった車両はク

ロ 380-6 を先頭とするパノラマ編

成 4 両である。その後、2008 年 10

月 24 日、最後まで残ったスーパー

やくも塗装のサロ 381-31 が後藤総

合車両所に回送され、これを以って

スーパーやくも色の 381 系は消滅

した。2011 年 7 月にはクモハ 381-9 を先頭とする編成がリニューアルを受けて出

場し、すべてのやくも号がゆったりやくもで運転されることとなった。 

 

車両のリニューアルを知らせる JRのニュースリリース 

ゆったりやくもを PRするマスコットキャラクター 



４．国鉄色およびスーパーやくも色の復活 

 2022 年 2 月 16 日、2024 年春以降の新型車両

273 系の導入が発表された。また、同時に現行

車両 1 編成 6 両を国鉄色に復元して運用するこ

とも発表された。同年 3 月に運行を開始した国

鉄色編成は鉄道ファンをはじめとした多くの

人々から人気を博し、たちまち沿線には多くの

鉄道ファンが押し寄せた。 

 この活況ぶりから JR と沿線自治体、観光業の

団体等でつくる山陰観光連盟は Twitter でアン

ケートを実施、いちばん人気を集めたスーパー

やくも塗装が一番人気を集めた。これをもとに

2023 年 2 月 9 日、リバイバル企画第 2 弾として

スーパーやくも塗装を復活させることが発表さ

れた。 

５．スーパーやくも塗装運転開始 

 2023 年 1 月 31 日、後藤総合車

両所で検査を受け、クロ 380 形を

除く 3 両にスーパーやくも塗装を

施した編成が試運転を行い、出雲

支所へと回送された。これを一目

見ようと多くの鉄道ファンが沿線

へ撮影に繰り出した。その後、2

月 15 日にはクロ 380-7 がスーパー

やくも塗装に復元され、クモヤ

145 形けん引により出雲支所へ回

送された。こちらも注目を浴び、

松江駅には多くの鉄道ファンが押

しかけた。 

 そしてついに 2 月 17 日より 4 両

編成にて営業運転を開始した。20

日からはゆったりやくも 2 両を挟

んだ混色編成となり、3 月 16 日か

らは 6 両全車がスーパーやくも塗

装として走る予定である。 

 

スーパーやくも塗装を見ようと松江駅へ押し掛ける鉄道ファン 

山陰観光連盟が実施したアンケート 

運行を開始したスーパーやくも塗装の車両 



６．スーパーやくもの塗装 

スーパーやくもは 4 色で塗装がなされており、右図はその模式図である。 

使用されている色は上から順に、 

・DIC-N902 (マンセル値：2.3 P 7.5/5.8) 

・DIC-N920 (マンセル値：9.0 P 4.1/10.3) 

・DIC-546 1/2 (マンセル値：9.9 Y 8.4/1.2) 

・DIC-N998 (マンセル値：2.3 P 5.3/5.8) 

となる。 

 

この塗色は出雲地区の自然の光景をイメージした

もので、ベースのラベンダーは山の深緑をはるか遠くから眺めた際の薄紫をモチー

フにしている。また、下側の三本のラインは下から、「楝」「アイボリーホワイト」

「杜若」でやさしさとスピード感を表現したものとなっている。 

 

７．今後のやくも号 

 現在の 381 系電車は製造後からいずれも 40 年以

上が経過しており、老朽化や陳腐化が進んでいる。

そこで後継車両として 273 系電車の投入が発表さ

れた。同車は車上型の制御付自然振り子装置を搭載

しており、高い曲線通過性能をもちながら乗り心地

の改善を目指している。 

 ㈱イチバンセンと近畿車輛㈱によってデザインさ

れた同車両は現行の普通車、グリーン車に加えてグ

ループ向けのコンパートメント席、大型荷物スペー

スなどが設置され、現行の車両より快適に過ごせる

工夫が数多く施されている。 

 2024 年春より同車は順次導入され、営業運転を

開始する予定である。 

 

８．まとめ 

 スーパーやくも塗装の車両を含め、3 種類の

塗装がみられる特急やくも号。381 系での運転

開始から 40 周年を迎え後継車両の登場も近づ

いている。そんな中で短い間ではあるが、全

国から大きな注目を集めている特急やくも号

の今後の活躍に期待したい。 

新型車両のデザインに関するニュースリリース 



先月の活動報告 

 

・シンポジウムの開催 

2 月 26 日、島根大学医学部病院に

おいて、医療と交通に関するシンポ

ジウムを開催した。「ナショナルミ

ニマム不在の医療・交通 －これか

らの生活保障に向けて－」がテーマ

であり、地域医療や交通政策などの

現場で活躍されている講師の方々を

お招きして、現状やそれに関する打

開策などを様々な視点から語ってい

ただいた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

スーパーやくも号の登場により山陰の鉄道は楽しみがま

すます増えており、とてもうれしい状況である。381 系

電車の活躍は残り短いが最後まで記録していきたい。 

なお、この号は試験的に書いたものであり、タイトル等

は会員一同で今後決めていきたいと考えている。 

 

 

参考文献 

JR 西日本ホームページ 

 鉄道ジャーナル 

JTB 時刻表 

山陰中央新報 

朝日新聞 

日立評論 


